
無
で
あ
り
ま
し
た
故
、
さ
し
嘗
り
帝
大
の
建
築
科
教
室
か
ら
借
り
て
来

て
、
問
に
合
は
せ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
尤
も
帝
大
の
建
築
科
で
も

参
考
書
類
は
甚
だ
貧
弱
で
あ
っ
て
、
美
校
目
下
の
建
築
科
岡
書
室
に
比
し

て
遥
か
に
劣
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た。

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』
第
十
九
号
。
昭
和
十
五
年
十
月
）

「
美
学

第
三
節

フ
ェ
ノ

ロ
サ
の

「
美
学
及
び
美
術
史
」
講
義

「
美
学
及
び
美
術
史
」
の
科
目
は
本
校
の
創
立
者
で
あ
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
岡

倉
覚
三
が
斯
学
の
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
学
科
の
中
で
特
に
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
ら
し
く
、
開
校
当
初
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
は

普
通
科
第
二
年
で
週
二
時
、
専
修
科
第
一

、
第
二
年
で
も
そ
れ
ぞ
れ
週
―
―
一
時

と
、
多
く
の
時
間
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
東
京
大
学
な
ど
の
美
学
、
美
術
史
講

座
が
発
足
す
る
の
は
こ
れ
よ
り
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
科
目
の
最
初

の
担
当
者
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
で
、
講
義
の
通
訳
は
岡
倉
が
つ
と
め
た
。
講
義
の
内

容
は
、
美
学
講
義
に
関
し
て
は
塩
沢
峰
吉
（
大
村
西
崖
の
旧
名
）
の
筆
記
ノ
ー
ト

が
参
考
に
な
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
は
罫
紙
に
毛
筆
で
丁
寧
に
沼
書
さ
れ
て
お
り
、

表
紙
に
は

明
治
廿
三
年
第
一
学
期
筆
記

美
術
学
校
御
雇
エ
ル
ネ
ス
ト
、

同
校
幹
事
文
学
士
岡
倉
覚
三
口
諄

学
生
塩
澤
峰
吉
筆
記
」

学

科

授

業

ェ
フ

、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
講
述

と
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
記
の
時
期
は
、
当
時
は
一
学
年
が
第
一
学
期
（
九
月
1

二
月）
、
第
二
学
期
（
二
月
1
七
月
）
に
区
分
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
明
治
二
十
―
――
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(H
i
p
-

年
第
一
学
期
と
い
え
ば
同
年
一
月
か
ら
二
月
ま
で
の
間
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
初
め
に
世
界
に
は
未
だ
一
定
し
た

る
美
学
は
無
い
が
発
達
の
時
機
が
到
来
し
て
お
り
、
東
西
美
術
に
通
用
す
る
真

の
美
学
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
き
、
次
い
で
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の

美
術
の
概
念
の
変
遷
を
論
じ
て
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ

。ハ
に
お
け
る
美
術
の
定
義
を

め
ぐ
る
諸
説
の
紹
介
な
い
し
批
評
を
試
み
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
が
採
り
上
げ
て

い
る
の
は
ウ
イ
リ
ア
ム

・
J

・
ス
テ
ィ
ル
マ
ソ

(Willi
a
m

J
a
m
e
s
 S
t
i
l
l
m
a
ǹ
 

1
8
2
8
-

1
9
0
1
)

、
オ
ス
カ
ー

・
ワ
イ
ル
ド

(O
s
c
a
r

W
ilde
,
 18

5
6

~

 1
9
0
0
)

、
ホ
イ

ス
ラ
ー

(J
a
m
e
s
A
b
b
o
t
 M
cN
e
ill
,
 W

h
i
stl
e
r,
 

1
8
3
4
~
 
1
9
0
3
)

、
ア
ル
フ
レ
ッ

ド

・
イ
ー
ス
ト

(A
l
f
r
e
d
E
a
st
,
 18

4
9
~
 1
9
1
3
)

、
イ
ポ
リ
ッ
ト

・
テ
ー
ヌ

p
o
l
y
te 
A
d
o
l
p
h
e
 T
a
i
n
e
,
 18

2
8
~

9
3
)

、
ラ
ス
キ
ソ
(Jo
h
n
R
u
s
k
i
n
,
 

1
8
1
9
~
 1
9
0
0
)
 

の
説
で
あ
る
。
最
後
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
自
身
の
説
を
述
べ

、
ま
ず
、
美
術
衰
類
の

最
大
の
要
因
は
①
技
術
に
の
み
溺
れ
る
こ
と
、
②
先
人
の
模
倣
を
こ
と
と
す
る

こ
と
、
③
機
械
的
な
自
然
模
倣
、
実
物
模
写
に
専
念
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、

特
に
こ
こ
で
日
本
画
の
あ
り
方
に
触
れ
、
日
本
画
家
は
優
れ
た
伝
統
か
ら
学
ん

で
流
派
的
拘
束
か
ら
脱
却
す
べ
ぎ
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
西
洋
流
派
の
晒
習
に

捕
わ
れ
て
い
て
は
「
暴
を
以
て
暴
に
代
ふ
」
と
非
難
さ
れ
て
も
止
む
を
得
な
い

と
述
べ

、
生
徒
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
の
三
要
因
即
ち
―
―
―
病
の

治
療
薬
と
し
て
日
独
創
性
(O
r
iginality
)
、
目
主
題
に
対
す
る
真
の
愛
情
(T
r
u
e

love 
o
f
 S
u
b
j
e

c
t
)、
年
[
i
-
K
釦
加
四
位
i入
の
吉
〖
理(T
r
u
t
ho
f
 A
r
t
 f
o
r
m
)

を
坦
四
げ
、

日
に
つ
い
て
は
古
来
の
歴
史
に
徴
し
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化

論
に
依
り
、
ま

た
、
美
術
史
に
鑑
み
て
自
由
と
創
意
が
い
か
に
尊
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
説

ぎ
、
し
か
も
、

「
新
機
軸
な
く
ば
美
術
衰
へ

、
新
機
軸
の
み
に
て
は
失
敗
の
み

あ
り
て
美
術
は
成
立
た
ず
。
宗
派
の
習
な
く
て
新
機
軸
の
み
の
熟
せ
ざ
る
も
の

は
、
美
な
ら
ず
し
て
却
て
怪
に
近
し
。
蕪
白
の
如
し
。
珍
ら
し
き
の
み
に
て
は

美
術
と
す
る
に
足
ら
ず
。
宗
派
を
習
ひ
得
た
腕
な
く
し
て
新
意
の
み
に
て
美
術

界
に
入
る
者
は
磁
石
の
な
き
水
夫
の
如
し
。
：
・
：
-
…
…
日
本
人
は
日
本
の
宗
派

を
本
と
し
て
益
々
新
意
を
出
し
、
之
れ
を
し
て
進
歩
せ
し
む
可
き
な
り
。」
と
忠

告
し
て
い
る
。
目
に
つ
い
て
は
「
伎
術
に
慢
心
す
る
時
は
画
題
を
甚
だ
軽
く
思

ふ
に
至
る
。
題
を
真
に
よ
く
愛
し
、
己
れ
の
感
情
を
現
は
す
為
め
に
己
れ
を
忘

れ
て
伎
術
を
施
し
て
始
め
て
人
を
感
動
せ
し
む
る
に
足
る
。
伎
面
を
主
と
す
れ

ば
、
絶
へ
ず
己
れ
を
忘
れ
ず
、
題
を
愛
す
る
事
な
し
。
古
来
大
家
の
往
々
世
外

に
隠
遁
し
、
或
は
款
を
署
せ
ざ
る
如
き
、
利
欲
と
自
己
と
を
忘
れ
て
其
の
題
を

表
出
す
る
所
の
も
の
を
愛
す
れ
ば
な
り
。
宗
教
的
美
術
が
何
れ
の
国
も
高
度
に

達
し
た
る
は
、
作
者
よ
り
其
の
題
を
愛
重
し
た
れ
ば
な
り
。
又
よ
く
題
を
愛
す

れ
ば
美
術
と
社
会
の
関
係
を
よ
く
し
、
時
代
の
人
の
愛
す
る
も
の
を
作
者
も
愛

し
て
作
り
、
始
め
て
人
を
感
動
せ
し
む
る
を
得
る
。
故
に
題
の
真
愛
あ
り
て
始

め
て
伎
値
を
応
用
す
可
ぎ
な
り
。
何
処
の
美
術
学
校
の
教
授
法
も
其
の
欠
点

は
、
生
徒
を
し
て
真
に
題
を
愛
せ
し
む
る
能
は
ざ
る
事
な
り
。」
と
述
べ
、
バ
ッ

ハ
や
シ
ェ
ー
ク
ス

。ヒ
ア
、
ダ
ン
テ
、

マ
サ
ッ
チ
ョ

、
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ

、
ミ
レ

ー
を
例
に
と
っ
て
技
侮
を
示
す
こ
と
よ
り
も
先
き
に
主
題
を
真
に
愛
し
て
制
作

す
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を
説
い
て
い
る
。
ノ
ー
ト
は
こ
こ
で
終
っ
て
お

り
、
残
念
な
が
ら
、
同
の
説
明
お
よ
び
こ
の
後
に
ま
だ
長
く
続
い
た
で
あ
ろ
う

部
分
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
時
期
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
美
学
に
関
連
し
た
著
述
と
し
て
「
美
術

哲
学
概
論
」
（
『
国
華
』
第
一一一号
。
明
治
二
十
二
年
十
二
月
）
と
「
美
術
二
非
サ
ル
モ

ノ
」
（
同
誌
第
五
号
。
同
二
十
三
年
二
月
）

と
が
あ
る
。
岡
倉
あ
た
り
が
訳
出
し
た

も
の
と
見
え
る
。
前
者
の
内
容
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
自
ら
後
者
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
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前
琥
余
ハ
既
二
美
術
哲
學
ノ
目
的
二
隔
シ
柳
力
講
究
説
明
シ
タ
ル
所
ノ
モ

ノ
ハ
第
一
此
類
ノ
哲
學
ハ
質
際
必
要
ナ
ル
コ
ト
第
二
其
範
園
廣
濶
ニ
シ
テ

能
ク
古
今
東
西
二
起
リ
タ
ル
種
々
特
腔
ノ
美
術
ヲ
悉
皆
抱
括
ス
ル
ニ
足
ラ

サ
ル
コ
ト
第
三
其
心
理
學
上
ョ
リ
能
カ
ヲ
研
究
シ
タ
ル
結
果
二
由
ラ
ス
シ

テ
物
膿
ヲ
構
成
ス
ル
モ
ノ

、
性
質
ヲ
基
礎
ト
ス
可
キ
コ
ト
、
及
ヒ
第
四
世

間
在
来
ノ
稲
呼
ヲ
盲
信
セ
ス
シ
テ
自
己
ノ
謳
分
卜
類
別
ト
ヲ
明
示
ス
可
キ

コ
ト
ニ
在
リ
論
ヲ
結
フ
ニ
営
テ
余
ハ
美
術
哲
學
ノ
第
一
着
二
登
議
ス
可
キ

名
題
ハ
蹄
納
的
及
ヒ
演
繹
的
ノ
證
捩
ヲ
シ
テ
同
一
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
ル
旨

ヲ
促
シ
ヌ

こ
う
し
て
後
者
に
お
い
て
は
「
蹄
納
的
推
理
」
の
前
提
と
な
る
、

美
術
を
美

術
た
ら
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
性
質
を
把
握
す
る
た
め
に
、

各
種
の
美
術
（
特

に
詩
歌
、
音
楽
、
絵
画
を
対
象
に
置
く
）
に
共
通
し
、
し
か
も
美
術
に
特
有
の
性
質

、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
を
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

世
上
特
に
美
術
の
普
遍
的
性
質
と
見
誤
ら
れ
易
い

八
項
目
（
日
実
用
的
で
あ
る
こ

と
、
口
技
個
の
程
度
が
高
い
こ
と
、
同
快
楽
を
与
え
る
こ
と
、
四
考
古
的
お
よ
び
歴
史
的

興
味
を
惹
く
こ
と
、
⑮
自
然
物
模
擬
に
精
妙
な
る
こ
と
、
因
人
の
意
志
を
道
徳
的
ま
た
は

宗
教
的
正
鵠
に
向
わ
し
め
る
こ
と
、
囮
形
と
色
と
相
混
化
し
て
成
る
こ
と
、
四
作
者
が
思

想
、
智
力
、
そ
の
他
一
般
教
育
を
備
え
て
い
る
こ
と
）
を
掲
げ
、

「
誤
謬
除
去
ノ
式
」

に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
諸
美
術
に
共
通
す
る
性
格
な
い
し
は
美
術
に
特
有
の
性
格

で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
二
篇
の
著
述
も
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
美
学
の

全
体
像
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
き
参
考
に
な
る
。

に
要
約
し
て
い
る
。

ヽ
4

入

ヽ

し
カ

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
「
美
学
及
び
美
術
史
」
担
当
と
当
時
の
本
校
文
書
類
に
記
さ

れ
て
い
る
以
上
、
美
術
史
も
講
じ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
資
料
は
現
存
し

て
い
な
い
。
な
お
、

美
学
講
義
に
対
す
る
生
徒
の
反
応
は
ま
ち
ま
ち
で
、
西
崖

の
よ
う
に
割
合
い
よ
く
聴
き
取
っ
て
い
る
（
ノ
ー
ト
に
は
論
旨
不
明
と
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
）
者
は
む
し
ろ
少
数
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
溝

口
宗
文
な
ど
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
は
一
通
り
筆
記
は
し
た
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

わ
か
る
や
う
な
年
に
は
逹
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
岡
倉
さ
ん
が
そ
れ
を
も
ぢ

つ
て
み
な
に
わ
か
る
や
う
に
通
訳
し
て
下
さ
る
け
れ
ど
も
筆
記
し
て
ゐ
る

だ
け
て
脳
中
た
ゞ
空
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
學
科
な
ど
ど
う
で
も
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
と
い
ふ
人
が
ゐ
る
か
ら
覺
え
は
し
な
い
。

（
『
古
美
術
』
第
十
三
巻
第
十
二
号
。
前
出
）

「
美
学
及
び
美
術
史
」
講

義

フ
ェ
ノ
ロ
サ
帰
国
後
の
明
治
二
十
三
年
八
月
、
岡
倉
覚
三
は
幹
事
を
免
ぜ
ら

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
を
引
き

れ
て
教
諭
（
同
年
十
月
に
教
授
と
改
称
）
と
な
り
、

継
い
だ
。
同
月
中
に
規
則
改
正
も
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
美
学

・
美
術
史
科
目

も
改
正
さ
れ
、

「
美
術
史
」
を
普
通
科
第
二
年
生
に
週
二
時
、

「
美
学
及
び
美

術
史
」
を
専
修
科
第
一
年
生
に
週
二
時
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
後
者
の
担
当
は

岡
倉
で
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
担
当
者
を
明
記
し
た
資
料
が
残
っ
て
い
な

『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』
に
両
者
が
継
続
授
業
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

岡
倉
覚
三
の
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